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関連論文

アピール
ポイント

利用・用途
応用分野

研究題名 分野：環境保全・浄化

植物への放射性セシウム吸収をミクロな
視点で可視化する質量顕微鏡 （概要編）

工学院大学 研究戦略部 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940 FAX:042-626-6726
souken@sc.kogakuin.ac.jp http://www.kogakuin.ac.jp

坂本 哲夫 先進工学部 応用物理学科

キーワード： セシウム、微小領域イメージング、植物への吸収、凍結切片

●知的財産権＝ 質量分析装置および質量分析法(特願2014-149023)
集束イオンビームを用いる微細部位解析装置（特許4785193）

●関連論文 ＝ 大石乾詞、川上 勇、奥村 丈夫、坂本 哲夫、“簡易型凍結試料導入法を用いた含水試料のSIMS分
析”、分析化学、vol63, pp391-397, 2014.
K. Kanenari, M. Morita and, Tetsuo Sakamoto, “Development of a Simple System for the Analysis of
Water-Containing Biological Samples by TOF-SIMS”,
e-Journal of Surf. Sci. and Nanotech., vol.14, pp.131-135, 2016.

●関連 URL ＝ http://www.ns.kogakuin.ac.jp/̃wwc1045/ (物質計測制御研究室）

概要

関連情報

本研究はJST・先端計測の
開発成果に基づくものです。

● 放射性セシウムは山間部に蓄積され、樹木草類と土

壌との間で移動を繰り返しながら、水系や大気を通
じて平野部にも移行している。

● 土壌から農作物へのセシウムの移行も懸念される。

これまではラジオグラフィ等が用いられてきたが、細
胞レベルの解像度は有していない。加えて、核種の
判別はできない。

● 凍結切片質量顕微鏡では、植物を含水状態のまま

凍結切片化し、高分解能質量顕微鏡でイメージング
できるため、セシウム吸収のメカニズム解析や可食
部への移行の詳細が明らかになる技術である。

● 含水状態でのセシウムの分布分析が可能。植物内

でのセシウムの挙動を可視化。

● 分解能は40ナノメートルと高く、従来法よりも２桁以

上優れている。これにより、微小器官や細胞ごとに

イメージングが可能。

● 植物は水分が多く、茎や葉などの切片を切り出すこ

とが困難であったが、液体窒素中で植物を急速凍

結させ、そのまま切片を切り出す装置を開発した。

●農作物可食部へのセシウム移行の判断。またはそれを防ぐための技術開発。

●バイオレメディエーションなどの土壌改質技術向上への貢献。

●除染効果の「目に見える形での」効果の検証が住民の安心に繋がる。

＜本技術の要素＞

（１）植物の凍結切片の作製方法

（２）凍結切片のセシウム分布を可視化する質量顕微鏡 植物への吸収

土壌表層への吸収

Cs含有エアロゾル

微粒子の水系への移行

エアロゾルとしての移動？

除染してもまた戻ってしまう・・・

稲への吸収

水の取り込み口で放射能検出

高分解能質量顕微鏡
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関連論文

製品ソフトウェア開発において，その製品が何を実現するのかを示す要求仕様書に不備があれ

ば，開発者に仕様が適切に伝わらず，魅力ある製品開発の妨げになる．本技術開発では，要求仕

様の品質特性である「一貫性」に着目し，ベテラン技術者が経験的に得た検証知識を検証ルール

として整理し，同ルールに基づく要求仕様の一貫性検証支援ツールを実現した．さらに，一件の機

能仕様から同一の概念に分類される機能仕様を自動生成する機能を開発し，ツールを拡張した。

本ツールにより，初級者にありがちな，用語の表記ゆれやあいまい用語の使用箇所を自動的に

検出する．実製品開発で用いられた要求仕様書に対して，人手による検証結果との比較実験を行

い，再現率：95％，適合率：90％の結果を得た．また，一件の機能仕様から同一概念の別の機能

仕様を自動生成する分類網羅シナリオ生成機能を実現し，試行適用を開始した．

• 「アクター」，「データ」，「画面」，「振る舞い」などの設計要素が，要求仕様書内で一貫した定義

で記述されていることを確認するための検証知識を検証ルールと辞書として定義

• 一連の業務的に意味のある処理の流れを示す「振る舞い」用語を辞書として登録することで，

基準になるシナリオから派生シナリオを自動生成

• 表記ゆれや曖昧用語に関する指摘事項を示した検証レポートと，機能仕様の派生仕様を

自動生成

• 技術者による要求仕様書/提案書のセルフチェックや管理者による品質チェック

• 検証レポートを用いた要求仕様書を含む様々な技術文書のレビュー

• 検証ルールや辞書による検証知識の共有と知識継承

• 既存の要求仕様書からテスト仕様書の自動生成

アピール
ポイント

利用・用途
応用分野

研究題名 分野：情報・通信

要求仕様の一貫性検証知識に基づく技術文書
の品質チェックとシナリオ生成の自動化

工学院大学 研究戦略部 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940 FAX:042-626-6726
E-Mail:souken@sc.kogakuin.ac.jp URL:http//www.kogakuin.ac.jp

位野木 万里 情報学部 コンピュータ科学科 准教授

キーワード： ソフトウェア工学，要求工学，要求仕様書，一貫性検証，シナリオ生成，自動化

●関連論文 ＝ [Inoki2016] 位野木万里: 要求定義の高品質化のための要求仕様の整合性の検証知識の形式知化
と一貫性検証支援ツールの開発, 独立行政法人情報処理推進機構, ソフトウェア工学分野の先導的
研究支援事業, http://www.ipa.go.jp/sec/rise/#01-9, 2016.

＝ [Inoki2017] 位野木万里，近藤公久，要求仕様の一貫性検証支援ツールの提案と適用評価，
SEC journal, 49号, pp.16-23, 2017.

●関連 URL ＝ シナリオの一貫性検証支援ツールの紹介, http://www.ns.kogakuin.ac.jp/̃wwa1076
●その他 ＝ 本研究は, 独立行政法人情報処理推進機構技術本部ソフトウェア高信頼化センター（SEC: Software

Reliability Enhancement Center）が実施した「2015 年度ソフトウェア工学分野の先導的研究支援事業」
の支援を受けたものである．シナリオ自動生成の研究は，2016年度科研費「要求定義の高品質化の
ためのシナリオの一貫性検証・シナリオ生成手法」JSPS科研費JP16K00105の助成を受けて実施した．

概要

関連情報

辞書とルール 検証エンジン

形態素解析エンジン

シナリオ生成エンジン

定義漏れ
検証ルール

検証ルール

NGワード検証ルール
分類網羅
検証ルール

設計要素
識別辞書
表記ゆれ
辞書

同一分類
用語辞書

NGワード辞書

シナリオ
生成ルール

シナリオ
補正ルール 定義

漏れ
検証

用語

検証
定義
完全
一致
検証

NG
ワード
検証

シナ
リオ
自動
補正

F1 F2 F4 F5

分類網羅
検証

F6
分類網羅
シナリオ
生成

F7
ルール
辞書

定義支援

要求仕様の一貫性検証支援ツールの拡張版

設計要素
識別ルール

完全一致
検証ルール

F8

用語不一致

ルール実行エンジン

不一致
用語
F3
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関連論文

EVA QUICKは、従来の災害対応マニュアルを、ファンクショナル・アプローチの視点から再構築し

た災害対応支援キットであり、合同会社グローバルリンク（代表：市居嗣之）と共同開発したもので

ある。避難所のほか、医療救護所や一時滞在施設の開設運営など様々な利用場面を想定した

キットを開発中である。

① ファンクショナル・アプローチを用いることで災害対応のプロセスと必要な活動を標準化できる。
② 活動に必要な手順書と資源・道具類をパッケージ化することで、専門家でなくても現場に居合

わせた人で適切な対応行動をとることができる。
③ 適切な行動喚起のための災害時利用だけでなく、防災教育教材としての利用も重視した工夫

と設計を行っている。

EvaQuickの構築ノウハウは、災害対応の様々な場面に応用できると考えている。

○ 自助支援：在宅避難、企業BCP発動、など

○ 共助支援：避難所・医療救護所・一時滞在施設の開設運営、など

○ 公助支援：災害対策本部の開設運営、など

幾つかの自治体で実際に導入されているが、本格的な実用化に向けて、耐久性向上、軽量・コン

パクト化、さらにいざという時に使えるよう、普段から目立つ場所に置いておきたくなるデザイン、

見せたくなるデザインにするための工夫が必要である。

全国の自治体への普及に向け、こうした改良や販売を担う連携企業を求めている。

●関連論文 避難所の開設と運営を支援する避難所開設キットの開発、日本建築学会2015年度
大会（関東）学術講演梗概集
住民主体の避難所開設・運営を支援する「避難所開設キット」の開発と導入効果の
検証、社会貢献学会第7回大会予稿集、など

●関連 URL www.evaquick.com

アピール
ポイント

利用・用途
応用分野

研究題名 分野： 防災

避難者に安心・安全な場を提供する
『EvaQuick』

工学院大学 研究戦略部 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940   FAX:042-626-6726
E-Mail:souken@sc.kogakuin.ac.jp URL:http//www.kogakuin.ac.jp

村上 正浩 建築学部まちづくり学科 教授

キーワード： 災害対応支援、標準化、キット化、防災教育教材

概要

関連情報

実用化の
課題
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関連論文

発災後の避難所開設が必要な状況においては、住民が主体となって避難所の開設・運営を担うこ

とが期待されている。 EVA QUICKシリーズ（合同会社グローバルリンクと共同開発）の主力キット

である「避難所開設キット」は、住民主体での円滑な避難所開設を支援し、避難者にいち早く安心・

安全な場を提供することを目的としたものである。東京都新宿区・大田区・文京区などの避難所に

実際に導入され、避難所開設訓練などにも有効に活用されている。

① どの避難所にも適用できるように開設運営のプロセスと必要な活動を標準化している。

② 避難所に居合わせた誰もが個々の避難所環境に応じて適切・適確な対応行動がとれるように
活動手順と必要な道具類がパッケージ化されている。

③ パッケージ化した帳票や掲示物はラミネート加工するなど普段の実動訓練・図上演習でも繰り
返し使えるように工夫しており、防災教育教材としても日常から有効に活用できる。

避難所開設キットは、どの避難所にも適用できるように開設運営のプロセスと必要な活動を標準化

したものであり、全国の自治体の避難所へ導入が可能である。また、避難所開設キットの構築ノウ

ハウは、企業等の災害対策本部や医療救護所、一時滞在施設などにも幅広い応用が可能である。

幾つかの自治体で実際に導入されているが、本格的な実用化に向けて、耐久性向上、軽量・コン

パクト化、さらにいざという時に使えるよう、普段から目立つ場所に置いておきたくなるデザイン、見

せたくなるデザインにするための工夫が必要である。

全国の自治体への普及に向け、こうした改良や販売を担う連携企業を求めている。

●関連論文 避難所の開設と運営を支援する避難所開設キットの開発、日本建築学会2015年度大会

（関東）学術講演梗概集

住民主体の避難所開設・運営を支援する「避難所開設キット」の開発と導入効果の検証、

社会貢献学会第7回大会予稿集

●関連 URL www.evaquick.com

アピール
ポイント

利用・用途
応用分野

研究題名 分野： 防災

Eva Quick シリーズ

『避難所開設キット』

工学院大学 研究戦略部 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940   FAX:042-626-6726
E-Mail:souken@sc.kogakuin.ac.jp URL:http//www.kogakuin.ac.jp

村上 正浩 建築学部まちづくり学科 教授

キーワード： 避難所開設支援、標準化、キット化、防災教育教材

概要

関連情報

実用化の
課題
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現行の透明導電膜材料として，スズドープ酸化インジウム（ITO）が用いられている．既存ITOは
透明性に限界があり，パターニングによってパターンされた領域が視認可能となる外観上の課題
を有する．このため，既存ITOに匹敵する導電性を持ちながらも透明性に優れる新材料開発が希
求されている．母材の酸化インジウムに透過率の高い透明酸化物材料をドープすることで，透明
性に優れる導電性酸化物材料を開発した．この透明導電膜材料は，室温スパッタ成膜が可能であ
り，既存製造ラインがそのまま使えるため，ITO代替材料として検討されているグラフェンに対
して，プロセス面で格段に優位性がある．

相川　慎也

研究題名 分野：ナノテク・材料，電気・電子，情報・通信

既存材料ITOを凌駕する
超透明な酸化物導電膜

工学院大学学院大学 研究戦略部 研究推進課
東京都八王子市中野町2665-1 〒192-0015
TEL:042-628-4940   FAX:042-626-6726
E-Mail: souken@sc.kogakuin.ac.jp URL: http://www.kogakuin.ac.jp

総合研究所　准教授

キーワード：アモルファス酸化物薄膜，透明導電膜，スパッタリング，ITO，タッチパネル応用

概要

先進機能デバイス研究室 http://www.ns.kogakuin.ac.jp/~wwa1058/

アピール
ポイント

■ 酸化インジウムの透明性向上に資する酸化物材料をドープした新元素構成透明導電膜
■ ガラス基板上で90%以上の透過率
■ 原料の置き換えのみで既存のスパッタ製造ラインがそのまま使える

利用・用途
応用分野

■ タッチパネル用透明電極　　■ 有機ELディスプレイ・液晶ディスプレイ用透明電極
■ 太陽電池用透明電極　など

関連情報 ● 知的財産権
● 関連URL

上記，透明導電膜に関する材料特許を出願中．

研究室HP

従来材料よりも
10%以上透明

従来材料
（ITO） 開発材料

透過スペクトル

300 500 700 9000
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)

Wavelength (nm)

開発材料

従来材料
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2 theta (deg.)

In
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.u

.)

X 線回折スペクトル

アモルファスのため
エッチング残渣が残らない

■

■

ドープ材料により
カット波長のチューニング
が可能

■
求ム：共同研究・開発先
企業様，大学・公的研究機関様

開発材料 A

開発材料 B
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